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   圏央鶴ヶ島インターチェンジ東側地区産業用地の 

   優先交渉事業者を決定しました 

 
 埼玉県は、鶴ヶ島ジャンクション周辺地域に先端産業等を集積して経済の好循環を

もたらし、ＡＩ・ＩｏＴ・ロボットなどの先進技術を活用して超スマート社会を実現

することを目指しています。 

 圏央鶴ヶ島インターチェンジ東側地区土地区画整理事業により整備した産業用地

の立地事業者を公募した結果、４社から応募がありました。 

 外部有識者等で構成する選定委員会で提案事業の審査を行い、土地売買契約に向け

た手続きを進めていく「優先交渉事業者」を以下の通り決定しました。 
 

● 選定結果 

  ＡＩ・ＩｏＴ・ロボット等の先進技術の活用等の「先端性・成長性」や、投資

額・持続可能なまちづくりの推進につながる取組等の「地域への貢献」などの観

点から審査した結果、各区画の優先交渉事業者は以下の通りとなりました。 

  今後、各事業者と交渉を進め、県議会の議決（１件２万平方メートル以上の場

合）など必要な手続きを経て、土地売買契約締結及び引渡しを行います。 

 

 

 

令和４年１２月２７日 

産業労働部 次世代産業拠点整備担当  
大畑       

直通 048-830-3935  
内線 3933 

E-mail: a3760-05@pref.saitama.lg.jp 

Ｂ－１区画（３万６千平方メートル） 

（１）事業者名 鈴茂器工（すずもきこう）株式会社 

（２）所 在 地 東京都練馬区 

（３）代 表 者 代表取締役社長 鈴木 美奈子 

（４）事業内容 寿司・盛付けロボット等の米飯加工機械の製造・販売など 

（５）提案概要 食産業に向けた自動化・省人化支援を行うための機器やシス

テムの製造開発拠点とする。 

Ｂ－２区画（１万４千平方メートル） 

（１）事業者名 太陽インキ製造（たいよういんきせいぞう）株式会社 

（２）所 在 地 埼玉県比企郡嵐山町 

（３）代 表 者 代表取締役社長 峰岸 昌司 

（４）事業内容 プリント配線板用絶縁材（塗料・フィルム）等の製造販売 

（５）提案概要 半導体パッケージ用絶縁フィルム等の研究開発、量産化のた

めの生産技術センターとする。 
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● 有識者委員（敬称略。50音順） 

 赤塚 裕章 株式会社帝国データバンク 大宮支店 支店長 

 細谷 克己 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 

       ロボット・ＡＩ部 主査 

 松元 明弘 東洋大学 理工学部機械工学科 教授 

 綿貫 啓一 埼玉大学 大学院理工学研究科 教授 

 

●参考 公募概要 
 １ 分譲用地 埼玉県鶴ヶ島市太田ケ谷地内 

        ４区画 計１０万１千平方メートル 

 ２ 主な要件 

 （１）次のいずれかの成長産業分野における工場等を 

   建設し操業する者 

   ア 第４次産業革命関連分野（ＡＩ・ＩｏＴ・ロボット等の利活用） 

   イ 成長ものづくり分野（医療、航空宇宙、新素材等） 

 （２）県の目指すオープンイノベーションによる超スマート社会の実現と経済の好

循環の方向性を理解し、県が整備する「ＳＡＩＴＡＭＡロボティクスセンター

(仮称)」と連携するなど地域経済を牽引する事業を実施する者 

 （３）コンパクト・スマート・レジリエントの要素を踏まえた、持続可能なまちづ

くりの推進につながる取組を行う者 

 ３ 受付期間 令和４年９月２０日（火曜日）から１０月２０日（木曜日） 

Ｂ－３区画（１万６千平方メートル） 

（１）事業者名 株式会社日本凍結乾燥研究所（にほんとうけつかんそうけん

きゅうしょ） 

（２）所 在 地 東京都文京区 

（３）代 表 者 代表取締役社長 貝谷 伸 

（４）事業内容 体外診断用医薬品、ＢＣＧワクチン接種用管針製造販売 

（５）提案概要 作業の自動化を取り入れた体外診断用医薬品の製造開発拠点

とする。 

Ｃ区画（３万５千平方メートル） 

（１）事業者名 日本光電工業（にほんこうでんこうぎょう）株式会社 

（２）所 在 地 東京都新宿区 

（３）代 表 者 代表取締役社長執行役員 荻野 博一 

（４）事業内容 医用電子機器の開発・製造・販売 

（５）提案概要 センサ類などの消耗品の製造及び自動化生産技術の研究開発

を行う。 

 


